
目 的

平成��年４月から持続的養殖生産確保法が施行され,

養殖業者は自分たちの使用している漁場を適正に使用す

るために, 漁場改善計画を作成し知事の認可を受けるこ

とが定められている｡ 本調査では, ���量と底生生物

現存量の関係を明らかにし検, 漁場改善計画策生に資

する｡

材料及び方法

養殖量が多くやや漁場環境の悪化が認められる, 尾鷲

湾の古里養殖漁場において養殖筏群に５測点 (���～�)

を設け, 筏直下を基点とし, 基点 (０�) から湾中央部

に向かって�	�, �		�, �		�, 
		�, �		�, �		�

に採泥点を設定した (図１)｡ 採泥は平成�
年８月��日

から�
日の３日間で行った｡ 底生生物サンプリングはエ

クマンバージ採泥器 (��×����) を用いて採泥し, 	��

��目合いの篩で濾して残ったものを中性ホルマリン

�	％海水で固定後, 底生生物種別分析及び現存量の試料

に供した���測定用のサンプリングは横山式コアサン

プラーを用い, 直上水水温, ��の測定と, 採集した泥

の表層約１��を切り取った後, 少量の酢酸亜鉛を加え

て持ち帰り, ���の測定を行った｡ ���の測定は検知

管法を用い, その日のうちに行った｡

結果及び考察

表１に各採泥点の���, ��, 水温, 水深, 底生生物

現存量 (湿重量, １個体で１�以上の生物をのぞく) を

示す｡ 海底直上水の溶存酸素量は各地点で��

～�����

���であった｡ 図２に筏からの距離と���の関係を示

す｡ ���は各��の筏直下でもっとも高い値を示した｡

また, ���は筏から�	�の地点で急激に低下し, �		�

地点以遠ほとんど変化しない傾向を示した｡ このことか

ら, 残餌や魚からの排泄物等の有機物は筏直下から�	�

以内に堆積し, 広く拡散していないことが推察された｡
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図２ 古里養殖漁場養殖筏からの距離とAVSとの関係

図３ 尾鷲湾古里養殖漁場におけるAVS と底生生物現存量の関係図１ 採 泥 地 点




